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抄録
　大学図書館における新しい学習支援空間構築の動きは，情報通信技術の発展や教育の質保証などを共
通項としながらも，各国の高等教育事情に応じた発展をみせている。本論文では，韓国の大学図書館に
おける新しい学習支援空間の背景および現状を明らかにするとともに，今後の発展に向けて課題を提示
することを目的とする。研究手法として第一に，韓国の大学図書館における新しい学習支援空間誕生の
要因と考えられる大学評価および情報化政策について文献調査を行った。第二に，韓国の大学図書館に
おける新しい学習支援空間の実態を把握するために，主としてソウルの大学図書館を対象に，現地調査
およびインタビュー調査を行った。
　韓国の大学図書館における学習支援空間は，ラーニング・コモンズの域に達しておらず，インフォメ
ーション・コモンズの段階にとどまっている。本論文では，韓国の大学図書館におけるインフォメーシ
ョン・コモンズからの飛躍に向けて，(1)自学自習の場の提供という伝統的な「学習支援」の概念からの
解放，(2)大学評価における旧来型の大学図書館像からの脱却，(3)学生アシスタントの意義のみなおし，
といった3つの課題を提示した。

Abstract
　A new movement in learning support spaces at college and university libraries has not only been seen in 
North America, but also in other countries. This has spread depending on the situation of each country because 
of the development of information and communication technology and the quality assurance of higher education.
　The purpose of this study is to examine the current situation and the background of learning support spaces 
at college and university libraries in South Korea. We also aim to show problems to be solved to develop them 
in the future. Bibliographic surveys and interviews with librarians at college and university libraries mainly in 
Seoul were conducted for these purposes. 
　The learning support spaces at college and university libraries in South Korea are currently in information 
commons stage which is the former one of learning commons. We explore  problems that could adversely affect 
the development for next step as follows; (1) Free from the conventional ideas of learning support which just 
provide places for self-instruction, (2) Breakaway from traditional images of college and university libraries 
regarding the institutional evaluations, and (3) Reconsideration of the role of student assistants.
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先進的な図書館サービスを提供している大学図書館とし
た。主としてソウルに位置する大学図書館であり，表 1
のように，計 6 大学 7 図書館である。
　今回の調査対象のうち，インフォメーション・コモン
ズを設置しているのは，延世大学校（Yonsei University），
成均館大学校（Sungkyunkwan University: SKKU），中央
大学校（Chung-Ang University: CAU）である。また，
韓国最大の総合大学であるソウル大学校（Seoul National 
University），世界最大規模の女子大学である梨花女子大
学校（Ewha Womans University），2010 年に韓国教育科
学技術部による大学図書館評価の教育・研究支援分野で
優 秀 図 書 館 に 選 定 さ れ た 崇 實 大 学 校（Soongsil 
University）を調査対象として加えた。これらの対象とし
た大学図書館を訪問し，図書館員にインタビュー調査を
行うとともに，現地調査を行った。

表 1　調査日および調査対象

2012 3 12  

2012 3 13  

2012 3 14  
 

2012 3 15  

1.2　論文の構成

　第 1 章では研究の背景と目的，研究方法を述べる。第 2
章では，韓国の大学図書館における学習支援空間の変容
の背景のひとつと考えられる大学評価および大学図書館
評価について，第 3 章では，もうひとつの背景である韓
国の情報化政策と大学図書館における学習支援空間の変
容について考察を行うとともに，今回の調査対象とした
大学図書館のうち，インフォメーション・コモンズを設
置している延世大学校学術情報院，中央大学校ソウルキ
ャンパス中央図書館，成均館大学校サムスン学術情報館
について概観する。第 4 章では，今回の現地調査および
インタビュー調査によって明らかになった韓国の大学図
書館における学習支援サービスの特徴について考察を行
い，第 5 章では，韓国の大学図書館におけるインフォメ
ーション・コモンズをこえた学習支援空間の今後につい
て，課題を提示する。

1.　はじめに

　1990 年代に北米の大学図書館で起こった新しい学習支
援空間に関するうねりは，北米にとどまらず，ヨーロッ
パやアジアに普及しつつある。この動きは，情報通信技
術の発展や教育の質保証などを共通項としながらも，各
国の高等教育事情に応じた発展をみせている。
　韓国においても，2000 年代後半以降，大学図書館にお
ける学習支援空間が大きく様変わりしている。例えば，
2008 年，延世大学校に延世・サムスン学術情報館 1 が，
中央図書館に隣接して新設された。この新館は，大学内
だけでなく，ソウルのランドマークとして耳目を集めて
いる。2009 年には中央大学校ソウルキャンパス中央図書
館がリニューアルされるとともにインフォメーション・
コモンズが設置され，同年，成均館大学校の水原キャン
パスにサムスン学術情報館が開館されている。これらは，
いずれも情報通信技術を最大限に活用したインフォメー
ション・コモンズととらえることができる。
　なお，インフォメーション・コモンズの第一人者であ
るビーグルは，インフォメーション・コモンズを「学習
支援のために組織された物理的，電子的，人的，社会的
資源を関連付けた，ネットワーク利用のためのアクセス・
ポイントと，関連する情報通信技術のツールの集合体」2

であると定義している。また，インフォメーション・コ
モンズの発展形としてとらえることのできるラーニング・
コモンズは，「学習理論における知識の伝達から，知識の
創造や自己主導型学習へのシフトを反映した」3 学習支援
空間である 4。

1.1　研究の目的と研究手法

　本研究は，このような韓国の大学図書館における新し
い学習支援空間の背景および現状を明らかにするととも
に，今後の発展に向けて課題を提示することを目的とす
る。
　そのための研究手法として第一に，韓国の大学図書館
における新しい学習支援空間誕生の要因と考えられる，
大学評価および大学図書館評価，また，韓国の情報化政
策について文献調査を行った。
　第二に，韓国の大学図書館における新しい学習支援空
間の実態を把握するために，新しい学習支援空間の設置
が進められている主としてソウルの大学図書館を対象に，
現地調査およびインタビュー調査を行った。
　現地調査およびインタビュー調査の対象は，インフォ
メーション・コモンズを設置している大学図書館および
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展戦略及びビジョン（50 点），教育及び社会奉仕（120 点），
研究及び産学連携（100 点），学生及び教職員（90 点），
教育条件及び支援体制（80 点）の 6 領域，計 500 点とさ
れた。なお，計 500 点のうち，大学図書館部門は 15 点で
あり，全体のわずか 3 パーセントに過ぎない。さらにそ
の評価指標も，蔵書に重点がおかれたものであった。
　韓国大学教育協議会による大学評価は，すべての四年
制大学を一元的評価することによって，評価文化を定着
させ，大学間の競争を高める役割を果たしたといえる。
一方で，韓国大学教育協議会を含む評価機関間の連携・
評価機関の専門性・国際基準の視点等の不足が指摘され，
結果的に大学総合評価認証制は廃止に向かうこととなっ
た。

2.2　高等教育法の改正による大学評価システムの転換

　2007 年 12 月の高等教育法の改正により，韓国大学教育
協議会の大学総合評価認証制度にかわるものとして，新
しい大学評価システムが法制化された。「大学自体評価報
告書」作成の義務化および情報公示制の導入がその核と
なるものである。また，2010 年から「大学機関評価認証制」
が推進されている。
　以下に，大学自体評価，情報公示制，大学機関評価認
証制，それぞれについて概略する。

（1）大学自体評価
　「大学自体評価」は，大学がそれぞれの特性に合わせて
設定した項目で自己点検を行う，いわゆる自己評価にあ
たるもので，評価領域や項目はそれぞれの大学で設定さ
れる。2009 年以降，各大学は 2 年に一度の頻度で「大学
自体評価報告書」を作成する義務を負っている。また，
これに基づいた第三者評価機関の評価を受けるかどうか
も各大学が選択できることとなった。

（2）情報公示制
　大学の情報公示制は，2007 年の「教育関連機関の情報
公開に関する特例法」に基づいた 2008 年の同法施行令の
公布により，2008 年 1 月より推進されている。各大学は，
教育や研究に関する情報を大学のウェブサイトや韓国大
学教育協議会参加の大学情報公示センターのポータルサ
イトである「大学アルリミ」に，年に一度以上，情報を
公開することが義務付けられた。大学の基本情報として
13 分野 57 項目が設けられている。
　「図書館および研究に対する支援状況」分野は 12 番目
に設けられており，蔵書冊数，図書館予算，研究施設の 3
項目があげられている。表 2 に事例として，延世大学校

2.　韓国における大学評価と大学図書館評価

　本章では，韓国における大学図書館の変容の背景のひ
とつと考えられる大学評価および大学図書館評価につい
て述べる。
　韓国における大学評価は，韓国大学教育協議会が設置
された 1982 年以降に本格化されたといわれている。韓国
大学教育協議会が唯一の大学評価機関であった時代もあ
ったが，1990 年半ば以降，政府やマスメディアによる大
学評価が実施されるようになり，多様化している 5。
　本章では，1982 年以降の大学評価として，韓国大学教
育協議会による大学評価，大学総合評価認証制度をふり
かえり，2007 年以降の高等教育法の改正による大学評価
システムの転換まで，韓国における大学評価を概観する。
また，韓国教育学術情報院による大学評価，マスメディ
アによる大学評価についても言及することによって，韓
国の大学図書館評価について検討する。

2.1　韓国大学教育協議会による大学評価

　1982 年，韓国大学教育協議会が発足した。韓国で大学
評価の本格化の契機となったのは，当協議会の設置であ
ったとされている。
　国公私立の四年制大学を会員とする韓国大学教育協議
会は，発足と同時に大学評価を実施した。さらに，1984
年に制定された韓国大学協議会法第 18 条によって，大学
評価に対する法的基盤が構築されることとなった 6。
　当協議会による大学評価は，「大学全体に対する評価」
と「学問領域評価」の二種からなる。大学全体に対する
評価は，各大学の教育研究活動や運営全般について評価
する「機関評価（1991 年からは『総合評価』と改称）」と
して，これまで 5 年単位で 2 期にわたって実施された。
第 1 期は 1982 年から 1986 年，第 2 期は 1988 年から 1992
年である。
　機関評価は 1994 年に，「大学総合評価認証制」へと移
行され，さらに 2 期にわたって実施された。この大学総
合評価認証制は，アメリカのアクレディテーション制度
をモデルにした韓国版アクレディテーション制といえ 
る 7。第 1 期は 1994 年から 2000 年，第 2 期は 2001 年か
ら 2005 年にわたって実施された。この 12 年間に，全て
の四年制大学の機関評価が各 2 回，行われたことになる。
　第 1 期の評価では，学部段階について，教育（120 点），
研究（65 点），社会奉仕（35 点），教授（80 点），施設・
設備（100 点），財政・経営（100 点）の 6 領域，計 500
点とされた。第 2 期では，大学経営及び財政（60 点），発
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を行う観点から，認証 2 年後に基準が維持されているか
についてモニタリングを実施する。認証された大学はそ
の後 5 年間，当該認証が有効となるものの，認証期間が
終わる前に再度評価申請を行い，認証資格を更新しなけ
ればならない 11。

2.3　韓国教育学術情報院による大学図書館評価

　大学図書館のみを対象とする評価制度には，2010 年に
導入された韓国教育学術情報院（Korea Education and 
Research Information Service，以下 KERIS）が実施する
大学図書館評価をあげることができる 12。
　2007 年に大統領直轄の図書館情報政策委員会が発足し
て以降，2008 年から 2010 年にかけて，全国図書館運営評
価が実施された。しかし，大学図書館については 2007 年
に試験的評価として 6 大学が参加しただけで，2008 年，
2009 年の評価には参加していない。そこで，2010 年に開
催された図書館情報政策委員会で，大学図書館評価につ
いて審議された。その結果，「大学図書館振興法」が制定
されるまでの試験的な実施として，KERIS に大学図書館
評価が委託された。
　利用者サービスの改善を目的に実施されたこの大学図
書館評価については，2010 年，430 の大学図書館を対象
に公募を行った結果，58 の大学図書館が参加することと
なった。
　全体評価は 1000 点満点とされ，その内訳は，一次評価
として実施された計量指標 400 点，運営評価 400 点，二
次評価として実施された「利用者の満足度評価」200 点で
ある。さらに，訪問評価を通じて自己評価の内容を確認し，
最終的に優秀大学図書館 10 館が選定され，一位の大学図
書館には 7 千万ウォンの賞金が授与された。
　評価の特徴としては，大学図書館の発展志向性を重視
し，下記のような 3 分野について評価が行われたことで
ある。
　　第一分野：教育・研究支援サービスの特性や高度化
　　第二分野： コンテンツの拡充と大学における知識情

報センターとしての役割の強化
　　第三分野：地域社会連携と対外協力の活性化
また，小規模の大学図書館が不利益を被らないよう，大
学図書館の規模を大・中・小と規模別に分け，評価された。
　2010 年度の「第一分野」では，学内構成員の多様なニ
ーズを満たすために特化したサービスの開発・提供に焦
点をあてたことが評価され，延世大学校学術情報院が一
位に選ばれた。
　延世大学校学術情報院は，マルチメディア・センター
など，最先端の IT 基盤を構築することにより，①デジタ

の「図書館予算」を挙げる。

　表 2　 大学アルリミで公開されている図書館予算の情報
　　　　（延世大学校）

1102  2012  
 881,052,725 994,237086
 9,835,324 9,036,910

%  
1.1 0.9

 38,725 39,194

 
254 230.6

（3）大学機関評価認証制
　「高等教育機関の評価認証に関する規定」に基づき，
2010 年から大学機関評価認証制が推進されている。韓国
教育科学技術部長官の指定を受けた外部認証機関が，大
学の運営全般，あるいは教育課程を認証するシステムで
ある 8。外部機関に評価を委託する場合は，大学自体評価
を実施せずともよいとされている。
　2009 年に韓国大学教育協議会の傘下に設立された韓国
大学評価院は，2010 年に教育科学技術部から認証機関に
指定され 9，2011 年に初めて大学の認証審査を実施した。
その結果，認証申請大学 31 校のうち 30 校が認証されて
いる。なお，2012 年度には 2 次年度評価が実施され，申
請があった 30 校すべてが認証された 10。
　2012 年度の大学機関評価認証の評価内容は，6 つの評
価領域，17 の評価部門，54 の評価準拠（6 つの必須評価
準拠を含む）から成る。6 つの評価領域は，（1）大学のミ
ッションと発展計画，（2）教育，（3）大学構成員，（4）
教育施設，（5）大学財政・経営 ,（6）社会奉仕である。
大学図書館は，下記のように「教育施設」の領域に含ま
れている。
　　4．教育施設
　　　4.1　教育基本施設
　　　 　4.1.1 教員保有率（必須評価準拠）
　　　 　4.1.2 講義室保有率
　　　 　4.1.3 実験・実習室保有率
　　　 　4.1.4 実験・実習機材完備状況
　　　4.2　教育支援施設
　　　 　4.2.1 寮の保有状況
　　　　 4.2.2 学生福祉施設
　　　 　4.2.3 障害学生支援施設
　　　4.3　図書館 
　　　 　4.3.1　図書館運営
韓国大学評価院は，認証大学に対する持続的な質の管理
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けている。
　学生生活満足度調査では調査対象を在学生としている
点など，中央日報による大学総合評価と違いがあるとし
ているが，評価指標別加重値や点数の算出方法など，詳
細な評価方法は公開されていない。

　マスメディアによる大学評価については，消費者の知
る権利を拡大し，大学間の競争を誘発することで高等教
育の発展を図るという肯定的な一面もある。しかし，定
量的数値に依存し，すべての大学に画一的な基準を適用
することに批判の声も多い。
　韓国大学教育協議会は，マスメディアによる大学評価
は，専門性や妥当性が不足していることや，大学が独自
の目的を達成しながら特性を追求し，リソースを効率的
に配分することを阻害する要因になっていると指摘して
いる。大学間の過度な競争は，教育の質の改善に寄与し
ていないとし，序列化による大学評価には協調できず，
順位発表も認めないと同協議会は批判している 16。

2.5　韓国の大学図書館評価

　このように，大学評価は変遷しつつ，多様化している。
大学評価の多様化は，大学の自己評価力や競争力を高め，
大学情報へのアクセシビリティを高めている。しかし一
方で，評価結果が効果的に共有されていないため，時間的・
経済的浪費が生じるなど，大学の評価疲れも指摘されて
いる 17。
　大学図書館に目を転じれば，マスメディアによるもの
も含め，大学評価のなかの大学図書館部門が占める割合
はごくわずかであり，プレゼンスが高いとは言い難い。
さらに，大学図書館における評価対象は，サービスなど
のソフト面ではなく，蔵書冊数や施設などのハード面に
偏重している。また，KERIS による大学図書館評価が行
われているものの，評価を受けるかどうかが応募するシ
ステムになっており，2010 年に行われた調査では，わず
か 13 パーセントの大学図書館が評価対象になったにすぎ
ず，網羅性に欠ける。
　このような大学評価の動きのなかで，大学図書館側も
大学教育の質の向上にむけて，学習支援に力を入れ始め
ている。次章では，韓国の情報化政策と図書館における
学習支援空間の変容について検討する。

3.　 韓国の情報化政策と大学図書館における
学習支援空間の変容

　本章では，まず韓国の情報化政策と大学図書館のかか

ル情報資源の活用と，各種デジタル資料の利用・政策な
どの学習のための施設と，リラクゼーションのための文
化複合空間を提供していること，②サブジェクト・ライ
ブラリアンを配置することによって，分野別の研究者の
ニーズを把握するとともに，そのニーズにあった個別の
学術情報サービスを提供することで，教員の研究を効率
的にサポートしていること，③良質の学術情報コンテン
ツを拡充し，大学構成員はもちろんのこと，他大学の利
用者にも提供するなど共同利用に努力していること，④
大学の教育・研究を効率的にサポートするだけでなく，
大学間の知識情報格差の解消に大きく寄与していること
など，全ての評価項目で高い評価を得た 13。

2.4　韓国のマスメディアによる大学評価

　この他，韓国で注目されているマスメディアによる大
学評価には，中央日報による大学総合評価や京鄕新聞の
大学持続可能指数評価がある。

（1）中央日報による大学総合評価
　1994 年から独自に，大学の総合評価と学科評価を実施
している。教育の消費者に大学に関する情報を提供し，
大学間の競争を誘導し，国家競争力の根幹である高等教
育の発展に寄与することを目的に開始された。
　毎年，教育環境，国際化，研究，評判，社会進出とい
った分野について，四年制大学を対象に評価を実施して
いる。2008 年からは，評価に参加の意思を反映させるた
めに，アンケートに回答した大学のみを対象に評価して
いる。質問紙調査に基づき，400 点を満点とした評価指標
の中で，大学図書館に関する部門は，「図書資料購入費」
のみであり，加点はわずか 5 点である。客観性に欠ける
などの批判を受けて，中央日報教育開発研究所 14 を通じて，
評価とそれに関連した各種資料を公開することで透明性
をアピールしている。

（2）京鄕新聞による大学持続可能指数評価
　京鄕新聞社の経済研究所 (Economic Research Institute 
for Sustainable Society: ERISS)15 は，「持続可能な社会の
た め の 若 い 起 業 家 達（Young entrepreneurs for 
Sustainable Society: YeSS）」との共同企画として，2010
年に大学評価を発表した。京鄕新聞社経済研究所は，教育，
研究，進路，疎通・公平性，便宜性といった 5 つの領域，
17 の評価部門，67 の調査内容（評価指標）を基準とした
持続可能指数（sustainability indexes）を使って大学評価
を行った。大学図書館については，蔵書冊数，学生ひと
りあたりの蔵書数・図書購入費について，調査項目を設
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ッナム学術情報館に電子情報検索室，2003 年に仁荷大学
校ジョンショク学術情報館に電子情報センター，2004 年
に大邱カトリック大学校図書館に電子情報室，高麗大学
校中央図書館にウェブ学習コーナーが設置されている。
これらは，学習・教育に必要なデジタル・リソースを学
生や教員に提供するインフォメーション・コモンズと類
似する学習支援空間と考えることができる。
　しかし，韓国において最初にインフォメーション・コ
モンズを紹介した Chung は，韓国における初期のインフ
ォメーション・コモンズは，諸外国のインフォメーション・
コモンズの概念の導入というより，時代の変化にあわせ
るためのサービス戦略による建物の機能の転換に過ぎな
かったと指摘している 23。また，Lee は，大学図書館が早
くからネットワーク環境の構築やデジタル・リソースの
整備を行ったことを評価しながらも，より積極的な情報
サービスを行ってこなかったために電子情報室の機能が
充分に発揮されてこなかったことを指摘している 24。

3.2　延世大学校学術情報院

　2008 年，延世大学校中央図書館は，「教授・学習・研究
競争力強化のために最上の情報・インフラ・コンサルテ
ィングを提供する世界的水準の専門サービス機関に再跳
躍するために」25，学術情報院と名称変更され，組織再編
が行われた。従来の中央図書館に隣接する位置に新設さ
れた延世・サムスン学術情報館とともに，包括的な学術
情報サービスを提供している。
　延世・サムスン学術情報館は，地下 3 階，地上 7 階の
建物であり，1 階で中央図書館と接続している。表 3 は，
延世・サムスン学術情報館の階別配置である。
　延世大学校学術情報院では，下記のような 3 つのコン
セプトのもとに，サービスが提供されている。

図 1　延世大学校学術情報院
（左の建物が延世・サムスン学術情報館，右が中央図書館）

（1）ユビキタス・ライブラリ
　最先端の情報通信技術を基盤として，利用者がいつど
こからでも求める情報やサービスを容易に入手できる環
境の構築が目指されている。館内すべてに無線 LAN が完

わりを，次いで，今回の調査対象としたインフォメーシ
ョン・コモンズとして，延世大学校学術情報院，中央大
学校ソウルキャンパス中央図書館，成均館大学校サムス
ン学術情報館をとりあげ，韓国の大学図書館における学
習支援空間の変容の実態を明らかにする。

3.1　韓国の情報化政策と大学図書館

　韓国では，1990 年代末頃より IT 立国政策を掲げ，情
報インフラの拡充および整備に力を注いでいる。この政
策のもとで，図書館は国民の情報格差を是正するための
組織として位置付けられている 18。一方，大学図書館にお
いても，情報通信技術との融合が行われ，紙媒体の資料
を中心とした伝統的図書館から，最新の情報通信技術を
導入した新しい図書館へとシフトしている 19。「図書館」
という名称についても，「学術情報センター」「情報処理
センター」「学術情報館」などの名称に変化している。
　韓国の図書館に関わる情報化政策は，1990 年代半ばか
ら段階的に推進されている。1996 年から 1998 年には情報
促進基本法に基づく第一次情報化促進基本計画，1999 年
か ら 2001 年 に は 第 二 次 情 報 化 促 進 基 本 計 画 と し て
CYBER KOREA21，2002 年から 2006 年には第三次情報
化促進基本計画として e-KOREA Vision 2006，2003 年か
ら 2007 年には，第三次情報化促進基本計画を修正した
Broadband and IT Korea Vision 2007，第三次情報化促進
基本計画の連動計画として，2006 年から 2010 年まで
u-KOREA が発表され，情報化が推進された。
　一方，図書館政策についても，2000 年代から大きな動
きがみられる。2000 年 3 月，図書館への情報技術の導入
を促す大統領の指示により「図書館情報化推進総合計画
20」が策定された。これを機に，全国の公共図書館だけで
なく，大学図書館にマルチメディア室やデジタル資料室
が設置され，利用者にデジタル・リソースを提供する環
境が整い始めた。さらに 2002 年には，全ての館種の図書
館 の 中 長 期 ビ ジ ョ ン と し て「 図 書 館 発 展 総 合 計 画

（2003~2011）21」が発表され，未来型の知識情報基盤の構
築が進められることとなった。
　このような政策のもと，2000 年代以降，マルチメディア・
サービスの提供や，情報リテラシー教育を実施すること
が可能な複合的な空間として，「電子情報室」や「電子情
報検索室」「マルチメディア室」などが設置されるように
なった 22。また，この時期は，第二次大戦後，図書館が建
築されてから 50 年から 60 年後にあたり，建物の大規模
なメンテナンスが必要になる時期と重なっていたことも
新築や増改築の一因となっていると考えられる。
　新しい学習支援空間としては，1998 年に漢陽大学校ベ
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情報館は，その名が示すように，サムスンから約 60 億円
の寄付を受けて建設された。

図 2　特徴的な外観をもつ成均館大学校サムスン学術情報館

　1 階ゲートを入ると吹き抜けになっており，壁から突き
出した形になっているキューブ型のグループ学習室をみ
あげることができる。館内の基本色は，白やグレイなど
のモノトーンとなっているが，エントランスを入るとす
ぐに図 3 のように，赤色や黄色のアクセント・カラーを
使った特徴的なグループ学習室がみられる。グループ学
習室は，外から見られることを意識したディスプレイ式
のつくりになっている。

図 3　「見せる」ことを意識した成均館大学校
サムスン学術情報館キューブ型のグループ学習室

　表 4 は，成均館大学校サムスン学術情報館の階別配置
を表したものである。1 階には，検索用パソコン 265 台，
データベース検索専用パソコン 1 台，国立図書館資料専
用パソコン 3 台が設置されている。2 階にマルチメディア・
ルームやデジタル AV ルーム，プレゼンテーション・ル
ームなど，デジタル・リソースを利用するだけでなく，
制作するための施設が配備されており，これらを活用す
るための支援サービスが提供されている。4 階，3 階，地

備されており，RFID カードを活用したカスタマイズ・サ
ービスが提供されている。

（2）カルチュラル・ライブラリ
　豊かなコンテンツを楽しむことができる複合文化空間
への志向である。基本的な学術情報だけでなく，新聞，
語学学習用資料，音声資料，映像資料，電子ブックの利
用のみならず，利用者がコンテンツを制作・編集するた
めの設備やサポート，展示室が備えられている。

表 3　延世・サムスン学術情報館の階別配置
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（3）コンビニエント・ライブラリ
　快適で多様なニーズに対応した研究学習空間，つまり，

「オーダーメイド研究学習空間」を志向している。具体的
には，グループ学習室，学術情報教育室，マルチメディ
ア教育室，プレゼンテーション・ルーム，自習室，国際
会議室，利用者にあわせた休憩室が備えられている。

　地下 1 階から地上 1 階までが，「インフォメーション・
コモンズ」と呼ばれるエリアになっており，270 台のパソ
コン，82 席のノートパソコン専用席，16 席のグループワ
ークブース，16 室のセミナー室が備えられている。

3.3　成均館大学校サムスン学術情報館

　成均館大学校は，2009 年にサムスン学術情報館を新設
した。図 2 のように，特徴的な外観を持つサムスン学術
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表 6 改修後の中央大学校ソウルキャンパス中央図書館階別配置
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4.　 韓国の大学図書館における学習支援サー
ビス

　本章では，韓国の大学図書館における学習支援サービ
スとして，自由閲覧室，主題サービス，学生スタッフに
焦点をあて，それぞれについて考察を行う。

4.1　大学図書館における自由閲覧室

　韓国の大学図書館では，自由閲覧室が学生の学習支援
として，極めて重要な位置をしめている。自由閲覧室とは，
学生が自律的に学習するためのいわゆる自習室であると
とらえることができる。図 4 は，中央大学校ソウルキャ
ンパス中央図書館の自由閲覧室である。机と椅子だけの
シンプルな個別学習を目的とした空間である。

図 4　中央大学校ソウルキャンパス中央図書館の自由閲覧室

　学生数 28,525 名の中央大学校の中央図書館では，改修
前は 1,700 席であった自由閲覧室は，改修後に 3,400 席に

下 1 階は，閲覧室となっており，5 階にはカフェやギャラ
リーが配置されている。
　成均館大学校サムスン学術情報館には，サブジェクト・
ライブラリアン 26 が 5 名配置されている。継続的に来館
者データが分析されており，来館者が少ない学部には PR
に赴くなど，図書館利用者を増やす試みがなされている。

表 4　成均館大学校サムスン学術情報館の階別配置
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3.4　中央大学校ソウルキャンパス中央図書館

　1960 年に開館された中央大学校ソウルキャンパス中央
図書館は，2009 年に全面改修された。表 5 にリニューア
ル前の階別配置図，表 6 に改修後の階別配置を示した。
　今回の改修により，新たに，インフォメーション・コ
モンズのほか，ノートブック PC 閲覧室・席，主題専門サ
ービス室，ワンストップ・サービス・センター，チーム
プレイ・ルーム，チュータリング・ルーム，e ラウンジが
館内に設置された。3階に設置されたインフォメーション・
コモンズは，ネットワーク上のデジタル・リソースを複
合的に利用できる環境を構築することを目的としている。

表 5 改修前の中央大学校ソウルキャンパス中央図書館階別配置
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生・教員をつなぐ役割を果たしている。ただし，これら
のリエゾン・サービスを担当している図書館員はリエゾ
ン・サービス専任ではなく，他の図書館業務を兼務して
いる。リエゾン・サービスは，北米の大学図書館視察か
ら得た知見を反映させたものであり，崇實大学校では大
学図書館において今後，もっとも重要なサービスは主題
サービスであるととらえているという 30。
　ソウル大学校においても同じく 2007 年からサブジェク
ト・ライブラリアンが配置されている。ソウル大学校には，
医学など 7 つの分館があるが，分館がある学問分野につ
いては分館で担当し，それ以外の学問分野については中
央館に配置されている 7 名のサブジェクト・ライブラリ
アンがカバーしている。中央館にはサブジェクト・ライ
ブラリアン室があり，込み入った質問や調査結果の報告
については，この部屋で行われる 31。また，延世大学校で
は，10 名程度のサブジェクト・ライブラリアンが配置さ
れている。米国型のサブジェクト・スペシャリストが必
要であるという認識から，それぞれのサブジェクトの修
士号や博士号をもった人材を登用している 32。

4.3　大学図書館における学生アシスタント

　ラーニング・コモンズなどの新しい学習支援空間の成
功の鍵のひとつは，サービスを質・量ともに補てんする
という意味において，学生アシスタントであると考える
ことができる。ここでいう学生アシスタントとは，単に
定型的な業務をこなす学生アルバイトではなく，北米の
大学図書館で導入されている，能動的に図書館業務に携
わる「学生かつ図書館スタッフ」を意味する。
　今回の調査では，学生アシスタントを配置しているの
は，梨花女子大学校のみであった。梨花女子大学校では，
文献情報学科の大学院生が，目録業務や雑誌業務の補助
作業を行ったり，デザイン学科の大学院生がパンフレッ
トなどのデザインを行っているという。また，ICT 支援
も学生アシスタントによって行われている。一方，配架
などの単純作業については，勤労奨学生が担っていると
のことであった 33。この勤労奨学生とは，勤労奨学金制度
を利用して奨学金を受給している学生をさす。勤労奨学
金制度とは，学生支援関連部署や図書館等での学生対応
や単純作業との代替として奨学金を与えるという制度で
あり，韓国の大学で一般的に普及している 34。崇實大学校
やソウル大学校においても，勤労奨学生が配架などの単
純作業を行っていた。
　なお，ソウル大学校では，20 名程度の公益勤務要員も
また，大学図書館において単純作業を担っていた。公益
勤務要員とは，軍隊に行かずに兵役の義務を果たすとい

拡大された。改修前に学生から自由閲覧室を拡張してほ
しいという多数の要望があり，その要望への対応だっ 
た 27。一方で，大学図書館内のスペースの多くを自由閲覧
室に費やしてよいのかという議論もあったが，学生から
の強い希望に加え，理事長からの要請もあり，拡張する
ことに決定されたという 28。
　自由閲覧室は需要が高いため，座席予約システムが導
入されている。例えば図 5 は，崇實大学校中央図書館の
座席予約システムである。学生は，入館するとまず座席
予約システムによって自由閲覧室の座席を予約する。延
世大学校学術情報院では，入退館ゲートにおいて，入館
管理だけでなく退館管理も行っている。利用者は，入館
時だけでなく，退館時にも入退館ゲートで ID カードをか
ざし，退館記録を残す必要がある。入退館システムは，
座席予約システムと連動しており，退館後 80 分が経過す
ると自由閲覧室における座席占有の権利が放棄される仕
組みになっている。
　単なる自習のための机と椅子だけのスペースだけであ
れば，大学図書館内に設置する必要はないという考え方
もあろう。しかし韓国では，図書館で勉強するという習
慣が深く根付いており，図書館で勉強することに意味が
あるという考え方が支持されているため，大学図書館内
に自由閲覧室を設置する必要があるということであった。
また，静かで，集中できる空間は大学図書館独自の特徴
であり，「図書館」という誰もがアクセスできる空間に自
習できる空間があることに意味があるとのことであっ 
た 29。

図 5　崇實大学校中央図書館の座席予約システム

4.2　主題サービスとサブジェクト・ライブラリアン

　韓国の大学図書館では，2000 年代後半頃から主題サー
ビスに力を入れているところが増えてきている。
　例えば，崇實大学校では，2007 年からリエゾン・サー
ビスを行っている。13 名の図書館員がそれぞれ専門分野
を担当することによって，主題を媒介にした図書館と学
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ション・コモンズからラーニング・コモンズへと脱却す
る阻害要因になっていると考えられる。
　つまり，次なるステップであるラーニング・コモンズ
へ向けての課題は，（1）自学自習の場の提供という伝統
的な「学習支援」の概念からの解放，（2）大学評価にお
ける旧来型の大学図書館像からの脱却，（3）学生アシス
タントの意義のみなおしの三点であるということができ
よう。2000 年代半ば頃より，主題サービスが重視される
など，韓国の大学図書館は急速に変化しつつある。今後
も引き続き，韓国の大学図書館における学習支援サービ
スの動向に着目していきたい。
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